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オーロラ・オーストラリスによる第 次隊での
昭和基地における人員・物資輸送
石沢賢二??・水野 誠?
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( 年 月 日受付 年 月 日受理)
-
要旨 第 次南極地域観測隊が， 年- 年夏期シーズンに行った
「オーロラ・オーストラリス（ ）」による昭和基地への人員・物資輸送に
ついて報告する．
南極観測船「しらせ」の運航は，第 次隊行動で終了し， 年 月で退
役した．そのため，第 次隊の人員・物資輸送を行う代替船として，オース
トラリアが南極輸送に使用している砕氷船をチャーターした．同船の行動と
しては， / 年シーズンの第 次航海にあたる．同船は， 年 月
日に西オーストラリアのフリーマントルを出港し，翌 年 月 日に
?情報・システム研究機構国立極地研究所．
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? ＠
南極資料， -
-
?
昭和基地北方の流氷縁に到着した．ここから第 次越冬隊員 名および建
設作業などに従事する第 次夏隊員を 機の小型ヘリコプターで昭和基地
に輸送した．さらに同船は，昭和基地から約 マイルの定着氷まで進出し，
第 次越冬隊成立に必要な物資と夏期作業用物資約 トンの輸送を実施
した．その後， 年 月 日， 名の第 次越冬隊員と第 次夏隊員お
よび隊持ち帰り物資を同船に収容した．同船は，同日ただちに北に向け航海
を開始， 月 日にホバート港に到着し，チャーター船による輸送が終了し
た．総航海日数は 日，氷海域行動日数は 日であった．その後，持ち帰
り物資を収容したコンテナは，日本まで洋上輸送された．
は じ め に
南極観測船「しらせ」は，第 次隊（平成 年度）で退役，後継船は第 次隊（平成
年度）に就航することから，第 次の隊員・物資の輸送および第 次越冬隊の収容に
ついて 年頃から様々な検討が行われてきた．南極本部の元に設置されている南極輸送
問題調査会議では，輸送問題計画分科会を設置して，詳細な検討を実施した．一方，「しら
せ」を 年間延命するための各方面への働きかけなども行われた．様々な検討の結果，代
替輸送として最終的に残ったのは，①民間会社が運航するノルウェーの砕氷船，②オース
トラリア南極局（ ）が運航する砕氷船「オーロラ・オーストラリス」，③「しらせ」を
延命しての継続運航，④航空機であった．安全性および確実性など総合的に検討した結果，
オーロラ・オーストラリスによる方法が最適と判断し，平成 年 月の第 回南極地域
観測統合本部総会において，以下の方針を決定した．
?第 次隊（平成 年度）の代替輸送は， の「オーロラ・オーストラリス」を活
用することとし，日豪間で代替輸送を含めた共同観測を行うこととする（局長級覚書締結）」
この決定を元に，第 次観測隊（小達恒夫隊長）は， 年 月 日に西オーストラ
リアのフリーマントルを出港し，翌 年 月 日のホバート入港までの間，オーロラ・
オーストラリス（以下 ）での輸送および観測活動を行った．ここでは，この間に行わ
れた輸送について報告する．
事前調査と準備
代替輸送船として有力視されていた 年 月 日， の性能および荷役状況を調
査するため，輸送問題調査会議の北川弘光議長と石沢は， と を訪問した．石沢
は，引き続き 年 月 日から 月 日までの約 カ月間， / シーズンの
オーストラリア隊の第 次航海に参加し，輸送状況全般を調査した（石沢・北川， ）．
また，これと前後して，国立極地研究所と の打ち合わせが数回行われた．
日本では， 年の早い段階から第 次隊で輸送する物資量を見積もった．基本的な方
針として，代替輸送では昭和基地接岸を前提としないため，燃料の持ち込みは行わない．
観測・設営物資も必要最小限にとどめる．ただし，食料品や医薬品などの長期間保存でき
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ない物は，通常通り輸送することとし，合計約 トンの輸送量を想定した．事前輸送した
主な物は，燃料，高層気象観測用ヘリウムガスボンベ，気水圏部門の大気観測用ボンベ，
車両用油脂，機械設備の消耗品などである．特に燃料は基地運用の要であることから，第
次隊が越冬を終了した時点で必要な備蓄量を と定め，第 次隊から第 次隊ま
での間に の航空燃料（ ）やドラム缶での事前輸送を行った．
日本での物資集積
日本から輸送するほとんどの物資は，東京港から フィートコンテナに積み込んでフ
リーマントルまで洋上輸送することにした．日本でのコンテナへの積み込み，洋上輸送，
が停泊する岸壁までのトラックによる移動は，文部科学省が入札を行い，日本通運
(株)が請け負った． 年 月 ・・ 日および 月 日に，同社の東京海運支店東京
食品ターミナル事業所に物資を集積した． フィートコンテナへの積み込みは， 月 日
から 日にかけて行った．コンテナ総数 台で，内訳は，ドライ 台，－ °冷凍
台，＋ °冷蔵 台，＋ °冷房 台であった．これらのコンテナは， 月 日に東京港を
出港し 月 日にフリーマントル港に到着した．コンテナ船積みに間に合わない物品など
梱，梱包重量 については，航空貨物で輸送し，フリーマントルで に積み込
んだ．表 に日本からコンテナ船便で送った物資の集計表を示す．船上物資とは， の
船上で使用する物で，昭和基地には輸送するものではない．よって，使用後は，日本に持
ち帰った．
オーストラリア，フリーマントルでの船積み
第 次隊隊員は， 月 日に成田を発ち，シドニー経由で 日にパースに到着した．
表 日本から輸送した物資量
区 分 梱 数
重 量（ )
容積（ ?)
観測部門オーロラ・オーストラリス
船上 設営部門
船上小計
観測部門
設営部門
昭和基地
食糧
予備食
昭和基地小計
総 合 計
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翌 日，輸送担当者である石沢と水野は，日本通運から派遣された 名と共にフリーマン
トルに入港した に行き， の輸送担当者と積み込みの打ち合わせを行った．日本
から送り出したコンテナは，フリーマントルに到着後， の手配により通関手続きが行
われた．事前情報では，オーストラリアではトランジット通関においても食品の持ち込み
は手続きが煩雑とのことだったが， 輸送関係者および日本通運メルボルン支店の尽
力で問題なく手続きを完了できた．
月 日に，日本から持ち込んだコンテナ 台の積み込みを行った．同船には
側が準備した 基の フィートコンテナもすでに積み込まれていた．この中には，昭和基
地の夏期オペレーションで使用する が調達した食糧が入っていた． 日朝，観測隊
員はパースのホテルからバスで に到着，船室に入った．簡単なブリーフィングの後，
船内見学を実施した．船内で使用する私物や装備品を海洋観測甲板に積み込んだ コ
ンテナから取り出し，各自の船室に全員作業で運んだ． （ ）とは，
船上で使用する物品のことで，日本出発時から他の物資とは区別してコンテナに格納した．
このコンテナは，航海中での物品出し入れを?慮して，海洋観測甲板横に保管した．航海
中は大きな波に洗われることがあったが，内部に海水が入ることはなかった．
月 日に，第 次越冬隊がフリーマントルで購入した食料品をコンテナに納入した
（写真 ）．同日 ，航空便で送った物品も含めて，すべての物品の積み込み，確認作
業を終了した．その後， 主催の歓迎パーティーが岸壁近くの海事博物館で開かれた．
月 日，朝からブリーフィング，防水スーツの取り扱い，救命ボートへの搭乗訓練な
どが行われた． に出国手続きを同船食堂で実施し， に南極に向けて出港し
た．隊員にメールアドレスが振り分けられ，電子メールが使えるようになった．電子メー
ルは船室および会議室の端子に接続して使うことができた．容量制限は で，添付ファ
イルは特別な場合を除いてできず，インマルサットへの接続は 日 回のみだった．
出港から昭和基地沖までの航海
乗船者
乗船した第 次隊員と同行者は，越冬隊員 名，夏隊員 名および同行者 名であっ
た（小達・石沢， ）．越冬隊員は通常通りの人員構成である．輸送を担当したのは，夏
隊副隊長の石沢と夏隊（輸送担当）の水野である．また，同行者の茂原は，「しらせ」の元
艦長で，昭和基地周辺海氷航海に多くの経験を持っているため，アイスナビゲーターとし
て乗船した．
表 ， に 関係のスタッフおよび船員の職名と人数をそれぞれ示す． は，民間
の 社の所有であり， が長期チャーターしている砕氷船である．南極への航海は，
通常毎年 - 回実施するが，今シーズンの 航海目を日本が と契約しチャーターし
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表 豪州南極局（ ）関係スタッフ
職名・任務 人数
航海リーダー
副航海リーダー
航海リーダー候補者（訓練）
通訳
医者
気象予報（ホバート気象局）
気象予報（豪州海軍）
通信技術者
通信オペレーター（航空管制）
船上荷役作業（船上荷出し・ヘリ搭載)
航空貨物地上管理（ヘリポート）
観測関係リーダー
海洋観測サポート
ヘリコプター整備長 ( )
ヘリコプター整備員
ヘリコプター操縦長
ヘリコプター操縦員
合計
表 オーロラ・オーストラリス（ ）の船員
職名 人数
船長
等航海士
等航海士
等航海士
機関長
等機関士
等機関士
等機関士
甲板長
甲板員
給仕長
給仕員
調理長
等調理員
甲板見習い
訓練船員
合計
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た．通常，各航海の航海リーダーと副航海リーダーは 側から選ばれる．現場での航海
日程やヘリコプター運用などを船長と相談して決定する．彼らの多くは の輸送担当
職員が交替で務めることが多い．通訳者は英語―日本語の通訳として今回特別に乗り組ん
だが，あまり有効ではなかった．気象予報者は，ホバート気象局と海軍からそれぞれ 人
ずつ派遣された．通信技術者は，主にインマルサットやイリジウム電話および船内 関
係を担当した．オペレーターは，ヘリコプター運用が始まるとブリッジでヘリコプターと
の交信に従事する．船上貨物作業員 人は，前部船倉および船倉ハッチ上に配置したコン
テナ内部の貨物を取り出し，左舷通路から後部ヘリコプター甲板までの運搬を担当する．
それに対して航空貨物地上作業員は，昭和基地ヘリポートにおいて，ヘリコプターと無線
交信しながら離着陸時の誘導およびヘリコプターから荷物の出し入れを行う． 機のヘリ
コプターの操縦は 人のパイロットが交替で行い， 人の整備員が航空機のメンテナンス
やヘリポートでの給油を行う．
船内生活
月 日の出航後，海洋観測などの定常観測およびモニタリング観測を実施しながら
順調に南下した．図 に航海の概要図を示す． の第 甲板（ ）には，シャ
ワー・トイレ付き - 人用の 段ベッド付きの寝室が 名分ある．観測隊長のみ個室を
使用し，観測隊員とオブザーバーは 部屋を 人で使用した．ただし，女子隊員 人は 人
で一つの寝室を使用した．航海中の隊員の安全を確認するため，観測隊員で割り振った当
直が に各寝室を訪問し，全員の所在を確認し隊長に報告した．また，夕方
から娯楽室でミーティングを行い，連絡事項を確認しあった． 船上では 週間に 回，
マスタ （ー ）と称して人員点呼を実施する．スピーカーからこの号令が発せられると，
総員が防寒具を身につけヘリコプター甲板に集合し，人員点呼を行う．
月 日以降に「 スクール」と称し，隊員による得意分野の講義を行った．この講
義は日本語と英語で行い， 関係者や船員も参加し，日豪間の良い情報交換および親睦
に役立った． からの講義も行われた．食事はカフェテリア方式で，肉，魚，野菜，スー
プ，果物，デザートなど品数は豊富で，どれも数量の制限は無かった．時々，観測隊の調
理隊員が厨房を借りて，みそ汁や和食を作って提供した．食事時間は 食とも 時間であっ
た． 月 日には越冬隊とのお別れを兼ねて断髪チャリティーパーティーがあり，飲酒が
許可された．通常，船内は全面的に禁酒で，特別な場合だけ許可される．ビールやワイン
は，日本隊としては持ち込まなかったので，船側から供給されたものだけを飲食した．全
航海中飲酒が許可されたのは 回であった．なお，船内は禁煙だが，船橋の屋外デッキな
どでは許可されている．流氷縁に到着した 月 日には，恒例の儀式であるネプチュー
ンパーティーが行われた．これは，南極入りする者へ奇抜に仮装した海の神が南極入りの
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通過儀式を行うもので，チョコレートクリームを体中に塗られ，生鮭で撫でまわされる．
船上での輸送準備
月 日早朝に南緯 度を通過し，夕方には初めて氷山を視認した．氷海への進入に先
立ち， 月 日午後に，昭和基地の紹介と気象概要，氷海の状態について 関係者およ
び船員に対し，石沢が説明を行った．その後ブリッジで，茂原同行者が船長および航海長
に対し海氷状況について助言すると共に，今後の航路について打ち合わせた．また， 月
日に第 便以降の人員送り込み順序などを隊員に説明した．昭和基地との無線連絡も船橋
から毎日行った．当初は で実施する予定だったが，同船では， 無線機はほとんど使
用しないとのことで，日本隊が持ち込んだイリジウム携帯電話機を同船の外部アンテナ端
子に接続して行った．その後，同船付属の電話機で日本および昭和基地と通信を行った．
同船から衛星回線で昭和基地のインテルサットに電話すると，通信可能な範囲で，イリジ
ウム回線かインマルサット回線のどちらか安価な回線が自動的に選択される．ほとんどは，
イリジウム回線が利用された．いったん西オーストラリアの公衆回線に接続し，その後目
的地の電話にリレーされるという．インマルサットで昭和基地と直接通信するよりも安価
である．しかし，通話途中で回線が切断することがしばしば起こった．
月 日には，各担当隊員が気象，夏作業の日課，野外行動の安全対策，作業中の安全対
策などについて説明した． 関係者や船員の多くが昭和基地入りする予定だったので，
基地案内として，英語の注意事項と制限区域図を作成し，配布した．また，昭和基地に移
動してからの気象情報の連絡方法や， からの昭和基地滞在予定者などについても打ち
合わせた． 月 日には，ヘリコプターへの搭乗方法のブリーフィングがあった．
氷海航行
月 日に氷海に進入し南下した（写真 ）が，密接度 / から / の密氷域に阻ま
れ，北転，いったん氷海を離脱した．茂原同行者のアドバイスにより東進し， 日早朝に
氷海に再突入後， に °′″， °′ ″ で進入を停止，漂泊した．昭和基地
から マイル °の位置だった．
空 輸 作 業
オーロラ・オーストラリスから昭和基地への空輸
同船に積み込んだヘリコプターは， 型 機（呼称 ， ）， 型 機（呼
称 ）の 機である．後部ヘリコプター甲板でのブレードの取り付けを行った後， 月
日， ，小達隊長，門倉副隊長を乗せて， 号機は流氷帯から昭和基地に向かっ
た．その後人員輸送を優先して行い，本格的な物資輸送が始まった．表 にヘリコプター
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による人員・物資輸送の実績を示す．物資輸送の基本的な?え方は，ダンボールなどの小
物は機内輸送する．その他大型物品はスリング輸送とする．機内輸送を優先したのは，ス
リング輸送時の風抵抗によるスピードダウンを?慮したためである． は機内輸送とス
リングも行ったが， 機は，スリング輸送を基本とした．また， 機はシ
ングルエンジンなので，規則上，開水面上を単独で飛行する事はできない．この場合は，
機と連帯して飛行しなければならない．ただし， が定着氷に進入してからは単独
飛行も可能となった．流氷域の飛行では，全員，防水スーツを着用しなければならないが，
定着氷上ではこの必要はない．図 に空輸を実施した時の の位置を示す．
フィートコンテナからヘリコプターへの物資の移動および積み込みを以下の手順で
行った．
①コンテナ内部の貨物を取り出すために前部左舷に設けられているコンテナ架台（
）にクレーンでコンテナを移動する（写真 ）．この架台は，ヘリコプター
甲板とほぼ同レベルにあるが，コンテナ内部床と ほどの段差があり，重量物を持っ
てこの段差を乗り越える時に 人の作業員がつまずいて，足首を骨折する大けがを負った．
この 人はそれ以降作業ができなくなった．
②コンテナ内部の貨物を取り出し，フォークリフトまたはハンドパレッターで左舷通路
を通り，後部ヘリコプター格納庫内に移動する．格納庫内では，物品の重量を計測し，ヘ
リコプター便数ごとに山を作る（写真 ）．
③ヘリコプターが甲板に着陸すると，直ちに機内搭載を始める（写真 ）．搭載できずに
余った物は次の便に順送りにする．
物品の搭載順序および指示の責任者は， 等航海士である．また，スリングはネットの中
に貨物を収納して行うが，その積み込み，簡単なラッシング等は甲板長が行う．荷出しと
積み込みの一連の作業は，副航海リーダー， 人の船上貨物作業員，船員が中心になって行
い，手空きの海洋観測隊員も手伝う．水野は，昭和基地に送り込む物資の順序の指示およ
び物品の確認を行った．
昭和基地での荷受け
昭和基地の物資輸送用のヘリポートとして， ヘリポートを使用し，アルミパネルで新
装なった ヘリポートを給油および駐機用として使った． ヘリポートには常時 人の航
空貨物地上作業員が滞在し，ヘリコプターとの 通信および荷受けを行う．手順は以下
の通りである．
①作業員がパイロットと無線連絡を取り，到着予定時刻，物品の種類を荷受け隊員に知
らせる．荷受けは，第 次隊から輸送担当 人（石沢副隊長か佐久間隊員）と第 次隊
の約 人で行った．機内からの荷出しは，作業員が行い，トラックの荷台まで手渡しで運ぶ．
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②低床型トラックをヘリポート横に待機し，配送先ごとに積み込む（写真 ）．配送先の
指示は，第 次隊輸送担当が行う．
③ヘリコプターが離陸した後，第 次隊がトラックで配送作業を行う．
④ヘリコプターは， ヘリポートに移動し，給油を行った後，次の物資輸送のため
に向かう．
空輸物資は，以下の 箇所に配送した．ア)第 夏期隊員宿舎前広場（夏期作業用物資，
夏期食糧），イ)倉庫棟前（越冬食糧品），ウ)気象棟前広場（一般越冬物資），エ)第 夏
期隊員宿舎前（私物），オ)大型建築・土木物品（見晴らし岩コンテナヤード付近）
夏期作業で早急に必要となる緊急物品の輸送を 月 日から 月 日に実施した．こ
の中で，スリングで運んだ宙空部門のケーブル 梱（直径 ，重量 のビニール巻
の特殊ケーブル）は届かなかった．この物品の捜索を昭和基地と 側で行ったが，結局
発見できなかった．昭和基地に到着した当該スリングの状況（写真 ）から判断して，空輸
途中で落下した可能性が大きい．
毎朝， の航海リーダーと電話連絡し，気象情報を交換した．飛行が可能かどうかは，
チーフパイロットが判断した． 人のパイロット全員と 人の整備員は，空輸期間中，昭和
基地に滞在した．パイロットは，基地の居住棟に宿泊し，整備員は隊員と共に第 夏期隊
員宿舎に滞在した．食事は，全員が夏期宿舎で取った．調理は第 次隊の調理隊員 人と，
第 次隊調理隊員 人の協力を得て行った．空輸期間中は，航海リーダーを除くほとんど
の 関係者と船員が昭和基地を訪問した．
給油と駐機
と 機のおおよその燃料消費量は，それぞれ / および / であ
る．また，ペイロードは，それぞれ と （スリング時）である．給油は昭和基
地で行うことにし，第 次隊が搬入し備蓄していた ジェット燃料を使用した．この燃
料は，第 次隊が新規に搬入した タンクに備蓄しておいたものである．他の燃料と
のコンタミネーションを避けるため，この措置は事前に第 次隊に依頼しておいた．タン
クのジェット燃料を， ガロン（約 ）リキッドタンクにポンプで移送した．満載のリ
キッドタンク 基を常時 ヘリポート横に置き，整備員がヘリコプターに給油した（写真
）．これらのタンクが空になって時点で，クレーン付トラックの荷台に載せた満載のリキッ
ドコンテナと交換した．この作業は，第 次機械隊員 名が行った．合計で約 を使
用した．
空輸期間中， 機のヘリコプターは， ヘリポートに駐機した．その理由は， の格
納庫に収納するには，回転ブレードを取り取り外す必要があり，それに多大な時間を要す
るためであった．第 次隊で整備したアルミニウムパネル製の ヘリポートには，アン
オーロラ・オーストラリスによる第 次隊での昭和基地における人員・物資輸送
カーが取り付けられていないため，気象部門のヘリウムカードル 台（ ）をアンカー
にしてブレードをロープで固定した（写真 ）． 月 日から 日にかけて， 月として
は 年ぶりのブリザードとなり， 日に日最大瞬間風速 /，日最大風速 / を
記録した．その結果，機体内部には多くの雪が浸入した（写真 ）． 月 日早朝には夏
期隊員宿舎から見晴らし岩の ヘリポートに行く道路に多くの積雪があり，通行できなく
なった．除雪後点検の結果，機体には異常がなかったが，雪を取り除くのに多くの時間を
要した．図 に輸送期間中の昭和基地の気象変化の図を示す．
通信
飛行中のヘリコプターと とは， が用意した マリンバンドの を
使って通信を行い，ヘリコプターが昭和基地に近づいてきたら，ヘリコプターは に切
り替え昭和基地のヘリポート作業員と通信を行った．ヘリコプター運航中に昭和基地と
間では直接の交信は行わない．また，昭和基地と 間の通信は， が不明瞭であり，
イリジウム同志では頻繁に切れるので， からオーストラリアまでイリジウム電話と使
い，その後インテルサットを経由して昭和基地につないだ． ヘリポートと ヘリポート
間は，日本隊所有の 通信機を使った．
持ち帰り物資の輸送
第 次隊の空輸が終了した 月 日と 日に第 次越冬隊の持ち帰り物資の空輸を
実施した．しかし，翌 日から 日間にわたる悪天のため，再開できたのは空輸最終日
の 月 日であった． 日間で実施した持ち帰り物資の総重量は，人員を含めて トン
だった（表 ）．
図 ヘリコプター運航中の昭和基地の気象
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野外観測支援
月 日，オーロラ・オーストラリス付近では悪天候で空輸ができなかったが，大陸側
では飛行可能となった．とっつき岬に 人と に 人の 便が飛んだ．とっつき岬の作
業は，地学部門の無人観測のメンテナンスと引き継ぎだった．設営部門では，機械，通信，
フィールドアシスタント部門のルート偵察および引き継ぎを行った． では，気象隊員に
よる無人気象観測装置のメンテナンスと引き継ぎを行った．帰路は，同日 に
からとっつき岬経由で昭和基地に戻った．
表 に，今回の空輸作業に要した機体ごとの飛行時間を示す．総飛行時間は， 時間
であった．
日本への物資輸送
月 日 に， から始まった人員の撤収と持ち帰り物資の空輸が終了し
た．航空機の最終便の後， はラミングを繰り返しながらゆっくりと北上した．
月 日 頃にホバートのマッコーリー岸壁に着岸した．翌 日朝からコンテ
ナの荷下ろしが始まり，午後には日本から持ち込んだ 台すべてのコンテナが陸揚げされ
た．この後，このコンテナは，貨車で北部のコンテナ積み出し港まで運ばれ，日本に向け
送り出し 年 月 日に東京港に入港した．さらに，コンテナからトラック便に載せ
替えて，東京板橋と移転先の立川市の国立極地研究所に 月末と 月上旬に配送が完了し
た．
表 機体ごとの飛行時間
年月日 （ ) （ ) - （ ) 飛行時間（ )
合計（ )
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終 わ り に
第 次隊の代替輸送については， 年頃から様々な可能性調査と検討が行われた．
「しらせ」の延命，航空機での人員・物資輸送なども検討対象になり，結論が出るまでには
紆余曲折があった．しかし，いずれにしろ，物資量は通常時に較べて極端に少なくせざる
を得ないことが予想されたため，燃料の備蓄や重量物の事前輸送を第 次隊から開始し
た．こういう多くの人による様々な努力の結果，今回の代替輸送を完了することができた．
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